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大震災による住宅や工場などの
主な地域の被喜状況
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※他のサイトやソフト等の電子媒体への

転朝を禁じます。

３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
は
、！

死
者
１
万
５
０
０
０
人
以

上
、

行
方
不
明
者
５
０
０
０
人
以
上

に
の
ぼ
る

と

い
う
大

災
害

と

な

っ

た
。

こ
の
震
災
は
戦
後
、

最
大
の
国

難
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

日
本
政
策
投
資
銀
行
は
企
業
の
生

産
設
備
や
住
宅
、

イ
ン
フ
ラ

（堤
防

策
も
出
遅
れ
気
味
で
あ
る
。

今
回
の

震
災
の
よ
う
な
難
局
に
立
ち
向
か
う

た
め
に
は
、

事
態
を
客
観
的
に
分
析

す
る
科
学
的
精
神
が
不
可
欠
で
あ

る
。

資
源
の
効
率
的
な
利
用
方
法
を

研
究
す
る
経
済
学
が
果
た
す
べ
き
役

割
は
大
き
い
。

今
ま
さ
に
復
興
に
向

け
た
経
済
戦
略
が
必
要
な
と
き
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

震
災
の
日
本
経
済

へ
及
ぼ
す
影
響

を
総
括
し
て
復
興

へ
の
道
筋
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、

公
益
財
団
法
人

・

東
京
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
所
属

す
る
経
済
学
者
有
志
が
討
議
を
重
ね

て
き
た
。

本
連
載
で
は
経
済
学
の
知

見
を
最
大
限
に
生
か
し
、

可
能
な
範

囲
で
統
計
的
数
値
に
基
づ
い
た
考
察

を
行
う
こ
と
で
、

マ
ク

ロ
経
済
政
策

や
財
政
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、

国
土
計
画

な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
経
済
再
建

ヘ

の
針
路
を
議
論
し
た
い
。

（本
シ
リ
ー
ズ
は
東
京
経
済
研
究
セ

ン
タ
ー
の
緊
急
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
が
交
代
で
執
筆
し
ま
す
）

復興への経済戦略 ①

圏
圏
園
圏
囲
中
克
服
へ
経
済
学
の
知
見
総
動
員

や
道
路
な
ど
）
の
合
計
で
あ
る

「資

本
ス
ト

ッ
ク
」
の
被
害
を
推
計
し
て

い
る
。

被
害
額
は
岩
手
、

宮
城
、

福

島
、

茨
城
の
４
県
で
１６
兆
３
７
０
０

億
円
に
の
ぼ

っ
た
と
さ
れ
、

被
害
の

大
き
さ
を
示
し
て
い
る
。

同
時
に
、

こ
の
調
査
は
沿
岸
部
の

被
害
が
特
に
甚
大
な
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

震
源
に
近
か

っ
た
こ

と
に
加
え
て
、

津
波

の
脅
威

の
大
き

さ
を
物
語

っ
て
い
る
。

岩
手
県
沿
岸

部
で
は
被
害
率
が
４７

・
３
％
に
達
し

た
。

ま
た
被
害
は
広
範
囲
に
及
ん
で

お
り
、

青
森
県
や
東
京
湾
岸
な
ど
随

所
で
被
害

が
発
生
し
て
い
る
。

な
お
、

こ
の
調
査
が
明
ら
か
に
し

た
被
害
は
震
災

の
い
わ
ば

「直
接
被

害
」
で
あ
る
。

サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン

（供
給
網
）
の
寸
断
や
福
島
第
１
原

子
力
発
電
所
で
の
事
故
、

電
力
不
足

な
ど
を
通
じ
て
、

事
態
は
震
災
の
影

響
を
直
接
に
受
け
な
か
っ
た
日
本
各

地
に
お
い
て
も
複
雑
で
大
き
な
広
が

り
を
み
せ
て
き
た
。

現
在
、

復
興
に
向
け
て
の
議
論
は

百
出
し
て
い
る
が
、

迷
い
は
む
し
ろ

深
ま
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、

復
興
政


